
機 能 活 用 法 独 自 性責任者に聞く

機能

リクルート、Hewlett-Packard Australia Ltd
を経て、Rosic事業の立ち上げのために当社に入
社。人材マネジメントにおけるIT活用の推進に
携わる。著書「破壊と創造の人事」（共著）。

●人員構成分析

「Rosic」は、経営層・事業
責任者・人事の、迅速な意思
決定を支援するシステムです。

人と組織の情報に留まらず、意思決定に
求められるデータをすべて「一元化」「見
える化」し、必要な情報を求められる形で
提供することを目指しています。
社内に散在する様々な人材・組織関連�
システムのデータを連携し一元化
社内に散在する様々な人材・組織関連の
システムやExcelに保持されているデータ
を、「人材情報の統合ハブ」として、自動・
半自動で連携し、高度なデータ活用に耐え
うる形に変換して一元化します。
人事情報にとどまらない、経営・事業の�
意思決定に必要な情報も取り込む
経営数値や仕事データ、会計データなど、
経営者や事業責任者が意思決定に必要な情
報も、適切に変換して取り込むことができ
ます。各社で求められる「人的資本経営」
を実現する情報活用システムとしての役割
も果たすことができます。

データを見て実態や課題を明らかにし、
経営の意思決定や業務改善の質を高める
総合的なデータを様々な切り口で可視化
することで、エビデンスベースで議論がで
きるようになります。隠れていた実態や重
要な課題が明らかになり、経営の意思決定
や業務改善の質が高まります。
昨今、人事領域でのAI活用が注目を集
めていますが、その成否はどれだけ精緻な
データをAIに提供できるかにかかってい
ます。「Rosic」はデータを確実に統合する
ことでその成功に貢献します。

各社独自の人材マネジメントを
実現する柔軟性とサポート力
各社の独自性や変化に対応

するため、「Rosic」は各社の要望に応える
柔軟性を重視しています。製品をベースと
して要望に沿った開発を行うことも可能で
す。また、導入後は、確実に活用していた
だくために、継続的なサポートに力を入れ
ています。
人材情報を経営情報へ　新たなる展開
今後ますます重要になる人材情報を経営
情報にしていくために、「Rosic経営情報
システム」も展開し、企業の重要な意思決
定の支援を強化しています。

要員・人件費、経営指標の分析機能で�
現状把握と将来予測が可能
「マトリクス分析」「要員シミュレーショ
ン」「人件費シミュレーション」「経営指標
分析」など分析機能が充実しています。ま
た、AWS QuickSight（BIツール）に自
動でデータ連携することが可能です。そこ
では高度で、根拠の明確な現状把握や将来
予測が可能です。

「Rosic」を活用することに
よって、手作業でのデータ収
集・整理、資料づくりは格段

に減り、アウトプットされる多面的なデー
タに基づいて人材マネジメントをより深く
考えられるようになります。
HRTech乱立のなか、抜け落ちている
複雑な業務の効率化も確実に支援
導入企業は、異動発令や異動案作成、各
種資料作成時間の大幅な削減を実現してい
ます。人材マネジメントを十分に考える時
間を確保することで、人事業務を高度化し
て、その質を大きく変化させています。

大島 由起子
セールス・マーケティング 
事業部長

単に全体の一般的な人員構成分析にとどまらず、 
個社独自のカテゴリ、必要な階層構造での分析を実現し、
課題発見・解決への一歩を支援

●�Rosic Resource illuminator

独自性

活用法

組織の状態から個人の状況まで自在に分析することで、 
気がつきにくい状況を知り、「次の有効な一手」を確実に 
探るための分析を実現

「�『統合人材データハブ』としての役割も担い、 
 人材・組織マネジメント全般を支援するシステムです」

日本人材ニュース「人事コンサルティング会社＆サービス ガイド100選」掲載

Rosic

数多くの企業向けシステムの受託開発実績に基づく技術力が統合人材情報シス
テム「Rosic」の基盤となっている。人事とシステム双方に精通したコンサル
タントやSEがそろっており、コンサルティングやサポートに対応する安心感
がある。長年にわたって安定的な事業運営を行い、日本企業の人材マネジメン
トの実態や課題に沿った機能強化と品質向上に努めている点が評価され、中長
期の視点で人材活用を考えている各業界の優良企業が利用している。

編集部の

評 価

対　象

大手企業
中堅企業
中小企業
全業種

機　能

従業員情報管理
人材データベース
配置・異動
目標管理
人事評価
後継者管理
キャリア・スキル管理
研修管理

申請・ワークフロー
要員分析
人件費分析

連携システム

研修管理
eラーニング
勤怠管理
給与計算
申請・ワークフロー
社内SNS
工数管理
組織診断
ERPシステム
営業システム
会計システム
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